
 

科目名 担当教員名 授業形態 単位数 資格 大学 DP 学科 DP 学習成果 

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 北村 香織 演習 ３ 
社会福祉士 

（SS) 
1,2,3 1,2,4 1,2,3,4 

授業概要 

授業目的 

社会福祉施設での現場実習に臨むにあたり、施設の社会的位置付け、役割課題などについて講義をき

いたり報告をしたりしながら、学び、考察を深める。それらを通して自分自身が取り組むべき課題を

明確にした実習計画を作成することをねらいとする。 

到達目標 

1 実習生としての価値規範とマナーを習得する。 

2 ソーシャルワークに関する知識や技術を実践的に展開する力を身につける。 

3 実習計画を作成することができる。 

回 学習内容 

1 オリエンテーション（実習指導とは、スーパービジョンとは） 

2 実習の意義と目的及びマナーについて（実習先で必要とされる価値規範、知識や技術について） 

3 実習施設の持つ歴史について（報告１） 

4 実習施設（入所）の種類と法的背景、概要について（報告２） 

5 実習施設（入所）の現状と課題について（報告３） 

6 実習に向けて 

7 実習施設（通所）の種類と法定背景、概要について（報告４） 

8 実習施設（通所）の現状と課題について（報告５） 

9 社会福祉施設の現状と課題について（報告６） 

10 実習計画書の作成（実習目標を定める） 

11 実習計画書の作成（実習目標にあわせた具体的実習計画の作成） 

12 実習計画書の作成（実習計画書の添削） 

13 実習記録の作成指導１（実習記録の書き方） 

14 実習記録の作成指導２（実習記録の実践的練習と添削） 

15 個別指導・実習先における体験学習や見学実習 

予習内容 

復習内容 

予習：毎回示す配属施設についての情報を集め、疑問点を整理しておく。報告準備。 

復習：授業内で出た疑問点等に関して、調べてノートに整理しておく。 

教科書 
『社会福祉小六法 2022』ミネルヴァ書房。 

山縣文治・柏女霊峰編（2013）『社会福祉用語辞典 第９版』ミネルヴァ書房。 

成績評価 演習への参加度（50％）と報告内容（50％） 

実務経験 
障害者支援施設での勤務経験有。 

利用者支援に関する具体的な課題を示しながら、実習準備を行う。 

その他 

特記事項 
特になし 

 


